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要 旨  

 

本 論 文 の 目 的 は ，女 子 大 学 生 に お け る リ ス ク 要 因 に 基 づ く 摂 食 障

害 予 防 に 関 す る 検 討 を 行 う こ と で あ っ た 。 本 論 文 は 全 7 章 か ら 構

成 さ れ る 。ま ず 第 1 章 で は ，摂 食 障 害 の 定 義 や 有 病 率 ，摂 食 障 害 の

予 防 的 介 入 ，摂 食 障 害 予 防 の ア セ ス メ ン ト ，心 理 社 会 的 介 入 の 文 化

適 合 に 関 す る 先 行 研 究 の 展 望 を 行 っ た 。第 2 章 で は ，先 行 研 究 の 展

望 で 明 ら か と な っ た 4 つ の 課 題（ 尺 度 の 未 整 備 ，モ デ ル の 未 検 討 ，

採 用 型 プ ロ グ ラ ム の 実 施 可 能 性 と 有 効 性 の 未 検 証 ，文 化 適 合 型 プ ロ

グ ラ ム の 実 施 可 能 性 と 有 効 性 の 未 検 証 ）を ま と め た う え で ，本 研 究

の 目 的 と 意 義 を 述 べ た 。 第 3 章 か ら 第 6 章 で は ， 先 行 研 究 の 課 題

を 解 決 す る た め の 実 証 的 研 究 を 行 っ た 。第 3 章 で は ，痩 身 理 想 の 内

面 化 を 測 定 す る 尺 度 で あ る I d e a l - B o d y  S t e r e o t y p e  S c a l e - R e v i s e d

（ I B S S - R）の 日 本 語 版 を 作 成 し ，信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 討 を 行 っ た 。

そ の 結 果 ， I B S S - R 日 本 語 版 に つ い て ， 探 索 的 お よ び 確 認 的 因 子 分

析 に 基 づ く 構 造 的 妥 当 性 ，内 的 一 貫 性 ，お よ び 再 検 査 信 頼 性 が 示 さ

れ た 。 ま た ， S ATA Q - 4 日 本 語 版 の 痩 身 理 想 の 内 面 化 と は 中 程 度 の

正 の 相 関 ， S ATA Q - 4 日 本 語 版 の 筋 肉 質 理 想 の 内 面 化 と は 無 相 関 が

示 さ れ ， I B S S - R 日 本 語 版 の 収 束 的 妥 当 性 お よ び 弁 別 的 妥 当 性 が 認

め ら れ た 。第 4 章 で は ，食 行 動 異 常 の 二 過 程 モ デ ル（ D u a l  p a t h w a y  

m o d e l  o f  e a t i n g  p a t h o l o g y）の 妥 当 性 の 検 討 を 行 っ た 。構 造 方 程 式

モ デ リ ン グ を 用 い た 検 討 の 結 果 ，日 本 の 女 子 大 学 生 に お け る 食 行 動

異 常 の 二 過 程 モ デ ル の 妥 当 性 が 確 認 さ れ た 。ま た ，痩 身 プ レ ッ シ ャ

ー の 影 響 の 強 さ に つ い て ，部 分 的 に 先 行 研 究 と の 違 い が 示 唆 さ れ た 。



 

 

こ の こ と か ら ，日 本 の 女 子 大 学 生 を 対 象 と し た 場 合 に は ，痩 身 理 想

の 内 面 化 だ け で は な く ，痩 身 プ レ ッ シ ャ ー が 摂 食 障 害 の リ ス ク 要 因

と な る こ と が 示 唆 さ れ た 。第 5 章 で は ，採 用 型 プ ロ グ ラ ム（ 翻 訳 版

D i s s o n a n c e - b a s e d  I n t e r v e n t i o n ;  D B I）の 実 施 可 能 性 と 有 効 性 を 検

討 し た 。そ の 結 果 ，D B I の プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 日 本 の 女 子 大 学 生

に は ，プ ロ グ ラ ム 実 施 直 後 に お け る 低 い 脱 落 率 が 示 さ れ た 。加 え て ，

痩 身 理 想 の 内 面 化 ，自 己 像 不 満 ，摂 食 障 害 症 状 が 低 減 す る と い う 効

果 が 認 め ら れ た 。第 6 章 で は ，採 用 型 プ ロ グ ラ ム（ 翻 訳 版 D B I）と

文 化 適 合 型 プ ロ グ ラ ム （ 行 動 実 験 と D B I の 組 合 せ 介 入 ） の 有 効 性

の 比 較 を 行 っ た 。ま ず ，第 4 章 に よ っ て ，痩 身 プ レ ッ シ ャ ー が 摂 食

障 害 の リ ス ク 要 因 と な る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。そ こ で ，痩 身 プ レ

ッ シ ャ ー に 有 効 な 可 能 性 が あ る 介 入 と し て ，行 動 実 験 の 実 施 可 能 性

と 有 効 性 の 検 討 を 行 っ た 。そ の 結 果 ，低 い 脱 落 率 に よ る 実 施 可 能 性

が 示 さ れ た も の の ，痩 身 プ レ ッ シ ャ ー へ の 有 効 性 が 低 い こ と が 示 さ

れ た 。続 い て ，痩 身 プ レ ッ シ ャ ー に 対 す る 有 効 性 を 向 上 さ せ る た め

に ，改 訂 版 の 行 動 実 験 を 作 成 し ，改 め て 実 施 可 能 性 と 有 効 性 の 検 討

を 行 っ た 。そ の 結 果 ，改 訂 版 の 行 動 実 験 の 実 施 可 能 性 と 痩 身 プ レ ッ

シ ャ ー に 対 す る 有 効 性 が 確 認 さ れ た 。次 に ，作 成 し た 改 訂 版 の 行 動

実 験 と 翻 訳 版 D B I を 組 み 合 わ せ ， 日 本 の 女 子 大 学 生 の 摂 食 障 害 に

対 す る 予 防 的 介 入 と し て ，新 た な 文 化 適 合 型 プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た 。

そ し て ，採 用 型 プ ロ グ ラ ム と 文 化 適 合 型 プ ロ グ ラ ム を 用 い て ，日 本

の 女 子 大 学 生 に 対 す る 実 施 可 能 性 と 有 効 性 の 比 較 検 討 を 行 っ た 。そ

の 結 果 ，各 プ ロ グ ラ ム の 脱 落 率 の 低 さ か ら ，実 施 可 能 性 が 確 認 さ れ

た 。次 に ，有 効 性 に つ い て も 検 討 を 行 っ た 。痩 身 理 想 の 内 面 化 に つ



 

 

い て は ，双 方 の プ ロ グ ラ ム で 有 効 性 が 確 認 さ れ ，採 用 型 プ ロ グ ラ ム

に お い て ，よ り 高 い 有 効 性 が 示 さ れ た 。一 方 ，痩 身 プ レ ッ シ ャ ー に

つ い て は ，文 化 適 合 型 プ ロ グ ラ ム で の み 有 効 性 が 確 認 さ れ た 。摂 食

障 害 症 状 の 変 容 に つ い て は ，文 化 適 合 型 は 介 入 後 お よ び 1 ヵ 月 後 ，

3 ヵ 月 後 フ ォ ロ ー ア ッ プ で 概 ね 大 き な 効 果 量 ，採 用 型 は 介 入 後 で は

中 程 度 の 効 果 量 ， 1 ヵ 月 後 ， 3 ヵ 月 後 フ ォ ロ ー ア ッ プ で 概 ね 大 き な

効 果 量 で あ っ た 。以 上 の こ と か ら ，採 用 型 プ ロ グ ラ ム と 文 化 適 合 型

プ ロ グ ラ ム に つ い て ，各 プ ロ グ ラ ム の 実 施 可 能 性 が 確 認 さ れ ，有 効

性 に つ い て は ，摂 食 障 害 症 状 に 対 し て は 最 終 的 に 各 プ ロ グ ラ ム で 同

等 の 有 効 性 が 確 認 さ れ た 。一 方 で ，痩 身 理 想 の 内 面 化 や 痩 身 プ レ ッ

シ ャ ー に 対 す る 有 効 性 に つ い て は ，各 プ ロ グ ラ ム が 変 容 を 狙 っ た 変

数 が よ り 改 善 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。最 後 に 第 7 章 で は ，

本 研 究 の 意 義（ 摂 食 障 害 の 予 防 的 介 入 と し て の 翻 訳 版 D B I の 実 施 ，

基 礎 研 究 と 介 入 研 究 の 統 合 ，文 化 に 適 合 し た 心 理 社 会 的 介 入 へ の 示

唆 ）と 臨 床 的 示 唆（ 食 行 動 異 常 の 二 過 程 モ デ ル に 関 す る 臨 床 的 示 唆 ，

認 知 的 不 協 和 理 論 に 基 づ く 介 入 に 関 す る 臨 床 的 示 唆 ，行 動 実 験 に 関

す る 臨 床 的 示 唆 ）が 議 論 さ れ ，今 後 の 課 題（ 有 効 性 の 確 立 の た め の

サ ン プ ル サ イ ズ の 拡 充 ，実 施 者 要 因 と 参 加 者 要 因 の 検 討 ，国 際 比 較

研 究 の 必 要 性 ） が 示 さ れ た 。  

  


